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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成26年8月14日(2014.8.14)

【公開番号】特開2012-120825(P2012-120825A)
【公開日】平成24年6月28日(2012.6.28)
【年通号数】公開・登録公報2012-025
【出願番号】特願2011-109650(P2011-109650)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/0408   (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/05     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   5/04    ３００Ｎ
   Ａ６１Ｂ   5/04    ３００Ｙ
   Ａ６１Ｂ   5/05    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月26日(2014.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電極に装着される電極用パッドであって、
　導電性ゲルと、
　前記導電性ゲルを前記電極に対して接触可能に保持するとともに、前記電極に対して着
脱可能に設けられるベース部材と、
を備え、
　前記ベース部材は、開口部を有する保持面を含み、
　前記保持面には突起部が設けられている、電極用パッド。
【請求項２】
　電極に装着される電極用パッドであって、
　導電性ゲルと、
　前記導電性ゲルを前記電極に対して接触可能に保持するとともに、前記電極に対して着
脱可能に設けられるベース部材と、
を備え、
　前記ベース部材は、開口部を有する保持面を含み、
　前記開口部は、三角形状を有し、隣接配置される前記三角形の斜辺が相互に平行となる
ように配置されている、電極用パッド。
【請求項３】
　前記保持面には溝が設けられている、請求項１または２に記載の電極用パッド。
【請求項４】
　前記導電性ゲルは、前記保持面において前記ベース部材と一体となるように保持されて
いる、請求項１または２に記載の電極用パッド。
【請求項５】
　前記ベース部材の、前記導電性ゲルが設けられる領域における前記開口部の合計面積は
、前記導電性ゲルが設けられる領域の全面積の５０％以上である、請求項１または２に記
載の電極用パッド。
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【請求項６】
　前記ベース部材の、少なくとも前記導電性ゲルが設けられる領域は、樹脂部材である、
請求項５に記載の電極用パッド。
【請求項７】
　前記ベース部材の、少なくとも前記導電性ゲルが設けられる領域は、繊維状部材である
、請求項５に記載の電極用パッド。
【請求項８】
　前記導電性ゲルは、前記ベース部材の縁部が露出するように前記ベース部材に保持され
ている、請求項１または２に記載の電極用パッド。
【請求項９】
　前記ベース部材は、弾性変形することにより前記電極に対して着脱可能とする係合領域
を含む、請求項１または２に記載の電極用パッド。
【請求項１０】
　前記ベース部材は、当該電極用パッドを前記電極から取り外す際に使用者の指を係合さ
せるための指掛かり部をさらに備える、請求項１または２に記載の電極用パッド。
【請求項１１】
　前記ベース部材は、ポリプロピレン系樹脂材料である、請求項１または２に記載の電極
用パッド。
【請求項１２】
　前記導電性ゲルは、アクリル系高分子ゲル、または、電解液を含有するウレタン系ゲル
である、請求項１または２に記載の電極用パッド。
【請求項１３】
　前記電極は、内臓脂肪測定用装置に用いられる電極である、請求項１または２に記載の
電極用パッド。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　この発明に基づいた電極用パッドの一の局面においては、電極に装着される電極用パッ
ドであって、導電性ゲルと、上記導電性ゲルを上記電極に対して接触可能に保持するとと
もに、上記電極に対して着脱可能に設けられるベース部材とを備える。上記ベース部材は
、開口部を有する保持面を含み、上記保持面には突起部が設けられている。なお、ここで
の「導電性ゲル」は、上記したように、流動性導電性ゲルとは異なり、親液性溶質のコロ
イド溶液であって、弾性力を有し流動性が小さい（ゼリー状）物質のゲルを意味している
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　この発明に基づいた電極用パッドの他の局面においては、電極に装着される電極用パッ
ドであって、導電性ゲルと、上記導電性ゲルを上記電極に対して接触可能に保持するとと
もに、上記電極に対して着脱可能に設けられるベース部材とを備え、上記ベース部材は、
開口部を有する保持面を含み、上記開口部は、三角形状を有し、隣接配置される上記三角
形の斜辺が相互に平行となるように配置されている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　他の形態においては、上記保持面には溝が設けられている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　他の形態においては、上記導電性ゲルは、上記保持面において上記ベース部材と一体と
なるように保持されている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　他の形態においては、上記ベース部材の、上記導電性ゲルが設けられる領域における上
記開口部の合計面積は、上記導電性ゲルが設けられる領域の全面積の５０％以上である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　他の形態においては、上記ベース部材の、少なくとも上記導電性ゲルが設けられる領域
は、樹脂部材である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　他の形態においては、上記ベース部材の、少なくとも上記導電性ゲルが設けられる領域
は、繊維状部材である。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　他の形態においては、上記導電性ゲルは、上記ベース部材の縁部が露出するように上記
ベース部材に保持されている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１７】
　他の形態においては、上記ベース部材は、弾性変形することにより上記電極に対して着
脱可能とする係合領域を含む。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　他の形態においては、上記ベース部材は、当該電極用パッドを上記電極から取り外す際
に使用者の指を係合させるための指掛かり部をさらに備える。他の形態においては、上記
ベース部材は、ポリプロピレン系樹脂材料である。他の形態においては、上記導電性ゲル
は、アクリル系高分子ゲル、または、電解液を含む。他の形態においては、上記電極は、
内臓脂肪測定用装置に用いられる電極である。
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